
 

        

 

 

 

 

                                           

 

２学期開始 「プラス受信でチャンスを作る」「自然災害に備える」 

              校長 栗原 建次 

 

 今日から２学期のスタートです。気持ちを切り替え、１年間で１番長い学期を一人一人が充実して過ご

して欲しいと思います。 

 生徒の皆さんは、１学期の終業式にお話しした、夏休みの期間に「やれば成長できる」や戦争、平和、

命、SDGs等について「視野を広げ・深めた学び」を体験・体感することができたでしょうか。取り組ん

だことがあれば、作文などに書き留めて、自身で再確認したり担任の先生や友達に伝えたりして伝え合う

喜びも味わって欲しいと思います。 

 さて、本日は、１番長い学期を充実して過ごしていくために「プラス受信でチャンスを作る」と、今日

が防災の日であることを機会に「自然災害に備える」の２つのお話をします。 

 １つ目の「プラス受信でチャンスを作る」ということについては、長い学期の中では成功もあるでしょ

うが、失敗したり思い通りに上手くいかなかったりすることもあると思います。そこで、「プラス受信」

の発想法を生徒の皆さんと共有したいと考えました。 

 「プラス受信」とは、あらゆる出来事をプラスに受け止める発想法です。嫌なことがあっても、受け止

め方によっては、プラスに解釈することができると思うのです。例えば、 

 ・先生(友人)に怒られた。    → おかげで成長できた。 

 ・足を骨折(怪我)してしまった。 → 走れない分、上半身の筋トレがしっかりできる。 

 ・クラスでトラブルが起きた。  → クラスで話し合いまとまる(団結)するチャンスだ。 

 ・辛いことがあった。      → 自分を成長させるチャンスだ。 

 多くの出来事は前向きに考えればチャンスとなり、後ろ向きに受け止めればピンチになることが多くあ

ります。「どんなことが起きたか」を問題とせず、「どう受け止めるか」でチャンスとすることができる

と思うのです。 

 「プラス受信」には、３つのコツがあるそうです。１点目は「客観的に捉えること」で、すぐに感情的

になって行動しないで、時間をおいて考えること。２点目は「好意的に捉えること」で、考えるときに相

手の発言や、行動を自分にとってためになることだと考えてみること。最後の３点目は「自身に起きた出

来事等を自分の成長する機会として捉えること」で、起きた出来事をチャンスとして考え、ピンチを前向

きな発想で楽しむことです。 

 生徒の皆さんには、思うようにいかないときに「プラス受信でチャンスを作る」を実践し、自身を成長

させる充実した２学期にさせるよう願っています。 

 

２つ目は、自然災害が多くなる時期に災害に備えたお話です。 

 本日、9月1日が防災の日とされたのは、今から100年前に起きた「関東大震災」が由来です。 

関東大震災は、東京都と神奈川県を中心に1923（大正12）年9月1日、正午の2分前に発生したそうで

す。 

台風の影響で強い風が吹きこんだことも重なり、大規模な延焼火災が発生し、揺れによる倒壊、液状化

による地盤沈下、土砂災害。 

また、鉄道事故による死者があった他、沿岸部では高さ10m以上の津波も発生し、14万人以上という

人的被害をもたらしました。 
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防災の日は『台風や高潮、津波、地震等の災害について認識を深め、それらの災害について対処する心構

えを準備するため』として、制定されたのです。 

さて、本日の防災の日に本校でも引き取り訓練を実施します。 

震度６強の大規模地震発生や警報級の大雨等のあった場合は、生徒の皆さんの安全を確保するために一時

学校で待機します。また、各家庭の皆さんに引き取りに来校いただくようお願いしています。さらに、本

校は地震、台風などによる洪水や土砂崩れがある場合、地域の避難所として開設・機能します。 

「災害は忘れたころにやってくる(物理学者の寺田寅彦の言葉)」。地震や台風などの自然災害は、その被

害の恐ろしさを忘れたときに、再び起こるものだという戒めの言葉です。防災に備え、毎月の避難訓練は

もちろん、災害時の一人一人の行動の在り方も考えを深めていきましょう。 

下記に、「地震に対する10の備え(消防庁)」を掲載いたします。防災の日を機会に、「自助・共助・

公助」、自身の安全は自身が守ることや被災者同士が協力しあい共に助け合うことについて心構えを持つ

ことも大切です。また、各ご家庭でも対策についてお話してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


